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7大学出版会、 1986）、 Lesdoctrines de l’e’cote japonaise Tendai au debut !Xe 






































































語会話2j （共著、 1999）、『講談社ふりがな日 ・タイ辞典』（共訳、 2001）など
がある。
金賢旭（KIMHyeonWook) 
東京大学大学院博士課程
韓国・檀国大学校卒業、韓国外国語大学大学院修了後、東京大学大学院総合
文化研究科修士課程に入札現在に至る。専門は能楽で、主な論文に「翁舞と
処容舞一日韓呪術歌舞の共通性」（『文学』 1999春）、「在日韓国人の演劇J（『韓
国演劇j2000・10）、「禅竹の翁と稲荷の翁」（『鎮仙j2002・1）「中世日本の
渡来神信仰をめぐって」（『表象文化研究j2号、 2003）、「幼術考」（『超域文化
科学紀要j8号、 2003）などがある。
小山聡子にやま・さとこ）
筑波大学大学院博士課程
筑波大学卒業後、同博士課程歴史・人類学研究科に入学、現在に至る。日本
学術振興会特別研究員。専門は日本中世宗教史。論文に「中世前期における童
子信仰の隆盛と末法思想」（『仏教史学研究』 43-1、2000・12）、「末法の世に
おける穣れとその克服－童子信仰の成立－」（今井雅晴編『中世仏教の展開と
その基盤』大蔵出版、 2002・7）などがある。
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